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　７月 16 日から 26 日まで「夏の交通
事故防止県民総ぐるみ運動」が展開さ
れ、交通安全街頭活動や交通安全協会各
分会による活動が実施されます。白河警
察署管内では、依然として交通事故発生
件数が増加しており、交通安全について
私たちに出来ることは何か、もう一度考
えてみてください。

交通事故を起こさない
事故にあわないために
　　　　　私たちは…

　

白
河
警
察
署
管
内
で
は
、
昨
年
一
年
間

に
七
百
十
四
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
昨
年
の
、
発
生
件
数
、
負
傷
者

に
つ
い
て
は
、
過
去
最
悪
を
記
録
し
た
平

成
十
三
年
よ
り
減
少
し
た
も
の
の
、
死
者

が
十
名
、
負
傷
者
九
百
八
名
と
な
っ
て
お

り
き
び
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

事
故
の
発
生
の
特
徴
は
、
年
齢
別
で

は
、
四
十
代
、
五
十
代
と
い
っ
た
い
わ
ゆ

る
働
き
盛
り
の
年
代
の
方
が
多
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
発
生
時
間
帯
は
、
薄

暮
時
間
帯
（
夕
暮
れ
時
の
見
え
に
く
い

時
間
帯
）
の
発
生
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
の

で
ラ
イ
ト
の
早
め
の
点
灯
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

次
に
、
死
亡
事
故
に
つ
い
て
は
、
七
十

歳
以
上
の
高
齢
者
や
小
学
生
で
い
わ
ゆ

る
交
通
弱
者
と
言
わ
れ
る
方
が
犠
牲
と

な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
事
故
も
飲
酒

運
転
、
速
度
の
出
し
過
ぎ
な
ど
悪
質
な
違

反
に
よ
る
も
の
が
約
七
割
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
車
を
運
転
す
る
側
に
つ
い
て

は
、
運
転
に
集
中
す
る
こ
と
で
す
。
携

帯
電
話
の
操
作
や
考
え
ご
と
な
ど
、
何
か

を
し
な
が
ら
の
運
転
は
、
ど
う
し
て
も
運

転
に
集
中
す
る
事
が
で
き
ず
と
っ
さ
の
判

断
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
交
通

ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
守
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

次
に
、
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め
に
小

中
学
生
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に
注
意
し

て
も
ら
う
こ
と
は
、
通
学
中
の
歩
き
方
で

す
。
通
学
中
は
き
ち
ん
と
一
列
に
な
っ
て

歩
き
ま
し
ょ
う
。
特
に
低
学
年
の
子
供
た

ち
に
つ
い
て
は
事
故
発
生
の
七
割
が
、
道

路
の
横
断
中
や
急
な
飛
び
出
し
に
よ
る
事

故
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
帰

宅
途
中
で
の
事
故
が
多
く
、
道
路
を
横
断

す
る
と
き
は
必
ず
左
右
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
さ
ら
に
、
自
転
車
の
事
故
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
交
差
点
で
の
飛
び

出
し
や
一
時
停
止
な
ど
、
安
全
を
き
ち
ん

と
確
認
し
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ

て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
増
進
の
た
め
夜
間
歩
か
れ

て
い
る
方
は
、
明
る
い
服
装
や
反
射
材
を

身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
夜
間
は
昼
間
と

違
い
、
歩
行
者
か
ら
車
は
見
え
て
も
車
か

ら
は
見
え
に
く
い
た
め
、
自
分
の
存
在
を

ア
ピ
ー
ル
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

も
し
万
が
一
交
通
事
故
が
発
生
し
た
場

合
は
、
負
傷
者
の
救
護
を
最
優
先
し
、
救

急
車
を
手
配
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
警

察
署
へ
も
必
ず
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

白
河
警
察
署
管
内
の

　
　
　
　
　
　
　

交
通
事
故
と
特
徴

事
故
を
起
こ
さ
な
い
、　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

あ
わ
な
い
た
め
に

地
域
で
の
交
通
安
全
活
動

を
年
度
計
画
を
立
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

小
田
倉
分
会
で
は
、
見
通
し
の

悪
い
カ
ー
ブ
な
ど
へ
の
反
射
ポ
ー

ル
の
設
置
、
中
学
生
の
通
学
自
転

車
へ
反
射
材
の
取
り
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
雑
草
等
で
見

通
し
の
悪
く
な
っ
た
交
差
点
で
の

除
草
作
業
を
年
間
数
回
ほ
ど
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
交
通
安
全
協
会

の
各
分
会
ご
と
に
、
交
通
安
全
運

動
期
間
中
を
問
わ
ず
、
年
間
を
通

じ
て
地
域
の
交
通
安
全
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　

村
内
に
は
、
交
通
安
全
協
会
の

分
会
が
熊
倉
、
小
田
倉
、
甲
子
高

原
の
三
つ
あ
り
、
地
域
に
合
わ
せ

た
交
通
安
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

熊
倉
分
会
で
は
、
中
学
生
の
通

学
自
転
車
の
安
全
点
検
を
行
い
、

反
射
材
の
自
転
車
へ
の
取
り
付

け
を
し
て
児
童
生
徒
の
安
全
対
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

年
七
月
に
は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

曇
り
や
汚
れ
を
取
る
清
掃
活
動
を

行
っ
て
運
転
者
の
交
通
安
全
活
動

小
田
倉
分
会
に
よ
る
交
差
点
の

除
草
作
業

熊
倉
分
会
に
よ
る
中
学
生
の
自

転
車
点
検
の
様
子
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福島駅

東口

福島

蓬莱

二本松

市役所

郡山駅前

着　　発

須賀川

営業所

西郷バス

ストップ
王子駅

池袋

三越裏

新宿駅

新南口
－ － － － 6:50 7:15 7:52 10:07 10:17 10:47
6:30 6:47 7:07 － － － 8:10 10:35 10:45 11:15
－ － － － 7:50 8:15 8:52 11:07 11:17 11:47
7:30 7:47 8:07 － － － 9:10 11:35 11:45 12:15
－ － － － 8:50 9:15 9:52 12:07 12:17 12:47
8:32 8:49 9:09 9:40 9:50 10:15 10:52 13:07 13:17 13:47
10:52 11:09 11:29 12:00 12:10 12:35 13:12 15:27 15:37 16:07
－ － － － 13:30 13:55 14:32 16:47 16:57 17:27
－ － － － 15:30 15:55 16:32 18:47 18:57 19:27
15:00 15:17 15:37 － － － 16:40 19:05 19:15 19:45
－ － － － 17:00 17:25 18:02 20:17 20:27 20:57
17:02 17:19 17:39 18:10 18:20 18:45 19:22 21:37 21:47 22:17

　

今
や
空
前
の
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ブ
ー
ム
、
宮
里
藍
選

手
や
横
峰
さ
く
ら
選
手
な
ど
人
気
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ッ

プ
プ
ロ
た
ち
が
村
内
に
あ
る
「
グ
ラ
ン
デ
ィ
那
須
白

河
」
を
舞
台
に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
目
当
て
の
選
手
の
プ
レ
ー
を
一
目
見
よ
う
と
、
三
日

間
の
開
催
期
間
中
、
県
内
外
か
ら
約
二
万
人
が
訪
れ
ま

し
た
。

　

女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

「
リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト
レ
デ
ィ
ス
」
が

グ
ラ
ン
デ
ィ
那
須
白
河
に
お
い
て
六

月
三
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
、
県
内
外
か
ら
約
二
万
人
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
訪
れ
る
な
ど
、
人
気
の
高
さ
を

う
か
が
わ
せ
ま
し
た
。

　

西
郷
村
で
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
開
催

は
、
平
成
十
年
以
来
二
回
目
で
、
村
の

ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
を
中
心
に
三
日
間

で
延
べ
四
百
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
誘
導

や
会
場
整
理
な
ど
で
大
会
運
営
を
裏
か

ら
支
え
ま
し
た
。

　

大
会
が
成
功
履
に
終
わ
っ
た
こ
と
で

関
係
者
は
安
堵
の
胸
を
な
で
お
ろ
し
て

い
ま
し
た
。　いままでは、高速バスの乗車券は、

JR のみどりの窓口や福島交通各営業所、

一部の旅行会社でしか買えませんでした

が、新たにコンビニでも購入することが

できるようになりました。ますます便利

になった「西郷バスストップ」をぜひご

利用ください。

　( 西郷バスストップ⇔新宿駅新南口 )

　片道 ３，４００円（往復６，１００円）

　　　　　　　　　　　※　こどもは半額

　JR 各駅の「みどりの窓口」  JR 新白河駅 

　　　　　　　　　　　  ℡ 0248-22-2539

　福島交通各営業所    白河営業所  

　　　　　　　　　　　  ℡ 0248-23-3151

　お近くのコンビニ（ローソン・ファミリーマート）

　　　

新宿駅

新南口

西郷バス

ストップ

須賀川

営業所

郡山駅前

着　　発

二本松

市役所

福島

蓬莱

福島駅

東口
7:00 10:00 － － － 11:03 11:23 11:40

8:10 11:10 11:42 12:07 － － － －

9:40 12:40 13:12 13:37 13:47 14:18 14:38 14:55

11:00 14:00 14:32 14:57 － － － －

13:00 16:00 16:32 16:57 － － － －

14:00 17:00 － － － 18:03 18:23 18:40

14:30 17:30 18:02 18:27 － － － －

15:00 18:00 － － － 19:03 19:23 19:40

16:00 19:00 19:32 19:57 － － － －

17:10 20:10 20:42 21:07 21:17 21:48 22:08 22:25

18:30 21:30 22:02 22:27 22:37 23:08 23:28 23:45

19:30 22:30 23:02 23:27 － － － －

（降車のみの利用）

　高速バス『あぶくま号』の西郷バスストッ

プが平成 13 年 8 月に開設されて以来、利用

者は年々増え続け、西郷バスストップ利用者

数は、今年５月末で 72,850 人になりました。

　１日平均の利用者数は、平成 13 年 8 月は

31 人でしたが、今年 5 月には 72 人と倍以

上に増えています。

　この利用増により、6月 1 日から、往復便

ともに３便が増便され、時刻表が改正されま

した。福島・二本松からの直行便が増えて時

間が短縮され、さらに郡山からの便も増えま

した。　　

　西郷バスストップの利用者
　　　　　７０，０００人突破！！

手手手手手手手手ド
す
手手手手手手手手ド
す

プ
ィ
プ
ィ

河
れ
河
れ

藍
ち
ゃ
ん
、
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
も　

　
　
　
　
　
　
　
　

や
っ
て
き
た

　

女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
開
催

▲ボランティアのみなさん本当にお疲れさまでした。
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先
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
、『
シ
リ
ー

ズ　

統
計
で
み
る
西
郷
村
』。
先
月
号

は
、
毎
月
1
日
現
在
で
実
施
さ
れ
て
い

る
「
福
島
県
現
住
人
口
調
査
」
の
デ
ー

タ
か
ら
、
西
郷
村
の
人
口
、
世
帯
数
、

人
口
増
加
率
、
出
生
率
を
見
て
い
き
ま

し
た
。

　

今
回
も
、
こ
の
「
福
島
県
現
住
人
口

調
査
」
の
デ
ー
タ
か
ら
、
西
郷
村
の
年

少
人
口
比
率
（
村
総
人
口
に
占
め
る
0

歳
〜
14
歳
の
人
口
の
割
合
）、
生
産
年

齢
人
口
比
率
（
村
総
人
口
に
占
め
る
15

歳
〜
64
歳
の
人
口
の
割
合
）、
老
年
人

口
比
率
（
村
総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以

上
の
人
口
割
合
）
を
見
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

資料 ) 福島県現住人口調査 ( 平成 16年 10月 1日現在 )

年
少
人
口
比
率
は
、
県
内
90
市
町
村
中
2
番
目
に

高
い
17.0
％
で
す
。
村
総
人
口
に
占
め
る
0
歳
〜
14
歳

の
人
口
の
割
合
が
高
い
と
い
え
ま
す
。

資料 ) 福島県現住人口調査 ( 平成 16年 10月 1日現在 )

資料 ) 福島県現住人口調査 ( 平成 16年 10月 1日現在 )

生
産
年
齢
人
口
比
率
は
、
県
内
90
市
町
村
中
2

番
目
に
多
い
66.7
％
で
す
。
村
総
人
口
に
占
め
る
15

歳
〜
64
歳
の
人
口
の
割
合
が
高
い
と
い
え
ま
す
。

　

老
齢
人
口
比
率
は
、
県
内
90
市
町
村
中
1
番
低
い

16.3
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
村
総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以

上
の
人
口
の
割
合
が
少
な
い
と
い
え
ま
す
。

資料 ) 国勢調査 ( 平成 15 年のみ福島県現住人口調査 )

今
回
紹
介
し
た
3
つ
の
表
を

見
る
限
り
、
西
郷
村
は
、
県
内

他
市
町
村
と
比
較
し
て
若
い
人

が
多
く
住
む
活
力
の
あ
る
村
と

い
え
ま
す
。　

し
か
し
、
昭
和
45
年
か
ら
の

年
少
人
口
・
生
産
年
齢
人
口
・

老
年
人
口
の
各
人
口
の
推
移

を
あ
ら
わ
し
た
下
の
グ
ラ
フ
を

み
て
み
る
と
、
西
郷
村
で
も
わ

ず
か
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

追
原
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
が
供
用
開
始

　

私
た
ち
は
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
昔
に
比
べ
て
た
く
さ
ん
の
水

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
使
わ
れ
た
水
を
そ
の
ま
ま
捨
て
る
と
、
汚
れ
た
水
が
家
の
周
り
に

溜
ま
り
、
悪
臭
を
放
っ
た
り
、
ハ
エ
や
蚊
な
ど
の
発
生
源
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
汚
れ
た
水
が
流
れ
込
み
、
川
や
海
を
汚
し
ま
す
。

　

汚
し
た
水
は
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
自
然
界
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
役
目
を
す
る
の
が
下
水
道
（
農
業
集
落
排
水
を
含
む
）
で
す
。

処理室内部
　

川
や
海
を
汚
し
て
い
る
大
き
な
原
因

は
家
庭
か
ら
の
排
水
で
す
。

　

生
活
様
式
の
変
化
に
伴
っ
て
、
私
た

ち
一
人
当
た
り
の
一
日
平
均
水
使
用
量

は
増
加
し
、
平
成
十
五
年
版
環
境
白

書
に
よ
る
と
、
約
二
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
／

人
・
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昔
よ
り
、

た
く
さ
ん
の
水
を
使
っ
て
い
る
分
、
自

然
環
境
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。

　

自
然
の
河
川
で
は
流
下
し
な
が
ら
水

中
の
有
機
物
が
、
浮
遊
し
て
い
る
微
生

物
や
川
底
の
砂
利
な
ど
の
上
に
付
着
し

て
い
る
微
生
物
に
よ
っ
て
吸
着
・
分
解

さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
自
然
の
場
合

に
は
流
速
や
生
物
量
に
よ
っ
て
有
機
物

の
分
解
量
は
変
動
し
ま
す
。
し
か
し
、

洗
濯
・
風
呂
・
台
所
か
ら
の
排
水
は
自

然
の
浄
化
作
業
量
を
は
る
か
に
超
え
て

い
ま
す
。
下
水
道
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
処
理
施
設
で
、
ば
っ
気
槽
な
ど

の
生
物
反
応
槽
で
微
生
物
の
分
解
活
性

が
高
ま
る
よ
う
に
調
整
し
処
理
さ
れ
、

き
れ
い
な
水
に
し
ま
す
。

　

西
郷
村
は
、
阿
武
隈
川
上
流
に
位
置

す
る
村
で
す
。
村
か
ら
家
庭
・
事
務
所

や
工
場
か
ら
の
排
水
を
川
に
流
せ
ば
川

全
体
、
そ
し
て
海
ま
で
も
汚
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

西
郷
村
で
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業

を
平
成
九
年
に
上
野
原
地
区
・
真
船
地

区
、
平
成
十
四
年
に
羽
太
地
区
が
供
用

開
始
、
そ
し
て
こ
の
ほ
ど
、
国
県
の
補

助
を
受
け
平
成
十
一
年
度
に
着
手
、
総

事
業
費
十
億
三
百
万
円
を
投
じ
、
六
年

の
歳
月
を
か
け
て
追
原
地
区
の
農
業
集

落
排
水
施
設
が
完
成
、
本
年
四
月
一
日

よ
り
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
追
原
農
業
集
落
排
水
は
、
連
続

流
入
間
欠
ば
っ
気
方
式
を
採
用
し
て
、

有
機
物
と
窒
素
の
除
去
を
効
果
的
に
行

い
安
定
し
た
処
理
水
質
を
保
っ
て
い
ま

す
。

　

源
流
の
郷
「
西
郷
」
は
河
川
の
水
を

き
れ
い
な
ま
ま
で
下
流
に
引
き
継
ぐ
責

任
が
あ
り
ま
す
。
阿
武
隈
川
の
き
れ
い

な
水
を
次
の
時
代
に
残
す
た
め
に
家
庭

か
ら
の
排
水
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

施設の所在地  西郷村大字鶴生字追原 324                
　　　　　　　番地
処理方式　　　連続流入間欠ばっ気方式
処理対象汚水　生活系排水（し尿及び生活雑
　　　　　　　排水）
計画処理対象人口　710 人（138 戸）
事業計画区域面積　78ha
計画汚水量　計画日最大汚水量　234 ㎥／日
　　　　　　計画日平均汚水量　192 ㎥／日

追原地区農業集落排水
処理施設の概要

村
の
取
り
組
み

処
理
施
設
の
必
要
性
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　米小学校では六年生が中心となり、昼休みの

時間に子どもたちが自主的に楽器の演奏をして

います。学校玄関前のホールをステージに見立

て授業で習った曲などを下級生に披露していま

した。場所が玄関のホールとあって座って聞い

たりと気軽に音楽を楽しんでいました。

　羽太グリーンタウン行政区で花いっぱい運動

が実施されました。

　行政区では、自分たちの住む環境美化を自分

たちの手で行おうと、子供から大人まで約 50

名が参加し、サルビアやマリーゴールド、ペチュ

ニアなどの苗 14,000 本をグリーンタウン内の

沿道に植えました。

　参加者がていねいに植えた苗で、沿道はとて

も明るくきれいになりました。　

　「ふるさと水と土指導員活動支援事業」の一環

として、折口原しんすい公園周辺の環境整備が行

われました。ふるさと水と土指導員の須藤正一さ

んが中心となり、地元行政区や明治堰水利組合等

の関係団体から約 50 名が参加しました。水路沿

線にマリーゴールド 500 本、ショウブ 50 本の

植栽をしました。参加者は、村民が親しみの持て

る公園になるようにと作業を行っていました。

　白河地区山岳遭難対策協議会では夏山シーズン

を控えて遭難救助訓練を行いました。

　山菜採り等に阿武隈川源流や山に登る人が増え

ることから、警察署、消防署、山岳会との連携の

確認や移動本部と現地本部の無線交信の訓練を行

いました。

　参加者約 60 名は、登山道の危険箇所の確認や

トラロープの張り替えなど、今シーズンの安全を

祈りながら訓練や確認作業を実施しました。

　６月６日は、西郷村無事故無違反の日です。これにちなん
で、小田倉、羽太、熊倉、米小交通安全鼓笛パレードが開催
されました。今回は、米小学校が初めての参加となり沿道か
らは、盛んな拍手が送られました。

　春を告げる赤面山山開きが行われ、約 800 人が

新緑の登山を楽しみました。

　青空が広がる絶好の登山日和となり待ちわびて

いた登山者は、ヤマザクラや高山植物を観賞しな

がら、約２時間の道のりを歩き、山頂を目指しまし

た。山頂では、那須連峰を一望できる景観を楽しん

だり、お楽しみ記念品抽選会も行われました。
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健
康
な
体
を
作
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
が
、
た

だ
歩
く
だ
け
で
は
効
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。
正
し
い
歩
き
方
を
学
ん
で
体
に
負
担
の

な
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
正
し

い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
単
位
時
間
あ
た
り
の
カ

ロ
リ
ー
消
費
量
は
や
や
少
な
い
も
の
の
体
へ
の
ダ

メ
ー
ジ
の
心
配
も
な
く
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
長
い

時
間
歩
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

シリーズ③─

「
姥
神
神
社
」

第
10
回

「ウォーキングの
　　　　　　　歩き方」

　西白河地方リサイクルプラザの稼働に伴い、西郷埋

立処分場での不燃性粗大ごみ・不燃ごみ・資源ごみ受

け入れは昨年より行っておりません。リサイクルプラ

ザへお持ち込み下さい。

　なお、このリサイクルプラザは容器包装リサイクル

法に基づき、資源ごみを適正に処理すると共に、粗大

ごみ・不燃ごみを細かく破砕処理することにより資源

物を選別し、ごみの減量化と埋立処分場の延命が図ら

れる施設です。また、この施設には、皆様がご利用で

きる会議室・ガラスびんの工房室や見学設備等の啓蒙

施設を備えておりますのでご利用ください。

　

歩
く
事
に
よ
っ
て
健
康
を
維
持

す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
が
、
正

し
い
歩
き
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
大
切
な
の
が
「
姿
勢
」
で

す
。
肩
、
腰
、
く
る
ぶ
し
の
ラ
イ

ン
が
一
直
線
に
な
る
よ
う
に
、
背

筋
を
ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば
し
、
あ
ご

を
引
い
て
、
目
は
十
〜
十
五
メ
ー

ト
ル
先
を
見
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
た
だ
歩
く

事
と
違
う
最
大
の
理
由
は
、「
歩

行
速
度
」
で
す
。
速
度
を
上
げ

る
に
は
、
で
き
る
だ
け
歩
幅
を
広

げ
て
歩
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
人

が
歩
く
と
き
の
歩
幅
は
、
身
長

の
三
五
〜
四
五
％
の
歩
幅
で
す

が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
五
〇
〜

六
〇
％
く
ら
い
ま
で
伸
び
て
き
ま

す
。
い
き
な
り
こ
の
よ
う
に
歩
幅

を
広
げ
る
の
は
初
め
て
の
方
に
は

難
し
い
の
で
練
習
を
し
て
感
覚
を

つ
か
む
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
腕
の
振
り
」
も
大
切

で
す
。
正
し
い
腕
の
振
り
が
、
歩

行
の
バ
ラ
ン
ス
と
推
進
力
を
生

み
出
し
ま
す
。
フ
ォ
ー
ム
に
よ
っ

て
ス
ピ
ー
ド
が
変
わ
り
ま
す
。
普

通
に
歩
く
場
合
は
腕
は
軽
く
曲
げ

る
程
度
で
、
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
っ

た
ら
、
腕
を
ほ
ぼ
九
〇
度
に
曲
げ

ス
ピ
ー
ド
に
併
せ
て
速
く
振
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
腕
と
上
体
の

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
も
同
時
に
行
わ
れ

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

生
涯
学
習
課
・
健
康
推
進
課

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
歩
き
方

　
（
前
回
の
続
き
）
稲
生
寺
は
、天
文
十
五
年(

一
五
四
六
）

の
火
災
に
よ
り
、
仏
像
や
記
録
類
を
焼
失
し
、
場
所
を
移

し
た
よ
う
で
す
。
始
め
は
東
照
寺
で
し
た
が
、
日
光
東
照

宮
が
建
て
ら
れ
た
た
め
、
稲
生
寺
に
代
え
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
稲
生
寺
跡
に
は
墓
碑
が
建
ち
並
び
、
そ

こ
に
も
今
か
ら
六
百
年
前
の
板
碑
が
一
基
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
姥
神
神
社
の
西
側
の
丘
陵
の
斜
面
に
あ
る
、
五

輪
塔
二
基
は
今
か
ら
四
百
年
前
の
も
の
で
す
が
、
保
梅
津

筑
前
の
墓
と
い
う
伝
承
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、『
白
河
風
土
記
』
に
保
梅
津
筑
前
の
住
ま
い
と

記
さ
れ
て
い
る
保
梅
津
山
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
始
め
に

稲
生
寺
が
建
て
ら
れ
た
所
を
保
梅
津
堂
面
と
い
っ
た
よ
う

で
、
お
そ
ら
く
保
免
津
、
保
免
津
前
と
い
う
地
名
が
残
る

・
長
時
間
、
長
距
離
を
歩
く
時
は
、

い
つ
も
よ
り
少
し
速
め
の
ス
ピ
ー

ド
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
バ
ラ
ン
ス
よ
く
し
な
や
か
に
歩
き
、

ひ
ざ
を
伸
ば
し
て
か
か
と
か
ら
着

地
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
後
頭
部
で
背
筋
を
引
き
上
げ
、
姿

勢
の
良
い
フ
ォ
ー
ム
で
。

・
両
手
を
自
由
に
し
て
ひ
じ
を
曲
げ

て
手
を
速
く
振
り
ま
し
ょ
う
。

・
汗
を
か
く
前
に
こ
ま
め
に
水
分
を

補
給
し
ま
し
ょ
う
。

疲
れ
な
い
歩
き
方

「不燃ごみの受け入れ場所が
　　　　　　　　変わっています」

〈
後
編
〉

周
辺
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

保
梅
津
筑
前
が
ど
ん
な
人
か
謎
で
す
が
、
弘
仁
年
間
の

人
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
第
一
回
で
紹
介
し
た
笹
原
神

社
に
祀
ら
れ
て
い
る
笹
原
の
姥
と
同
時
代
の
人
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
羽
太
の
開
村
伝
説
に
関
わ
る
人
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

中
国
薊
県
で
十
周
年
記
念
事
業

　

西
郷
村
と
中
国
天
津
市
薊
県
が
国
際
友
好
都
市
を
締
結
し
て
、

今
年
で
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
四
月
十
一
日
、
薊
県
の
国
家
指
定
地
質
公

園
で
記
念
植
樹
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
昨
年
、
薊
県
の
人
民
政
府
訪
問
団
が
来
村
し
た

際
に
、
話
題
と
な
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
、
村
で
は
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

記
念
事
業
に
は
、
佐
藤
正
博
村
長
、
相
川
義
髙
村
議
会
議
長
、

菊
地
國
雄
記
念
事
業
実
行
委
員
会
会
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
薊
県
第
一
中
学
校
の
生
徒
ら
に
よ
る
鼓
笛
パ
レ
ー

ド
な
ど
の
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
、
孫
振
清
共
産
党
書
記
、
慈
樹
成

県
長
ら
と
共
に
、
用
意
さ
れ
た
桜
と
玉
蘭
（
モ
ク
レ
ン
）
の
苗
木

五
十
本
ず
つ
を
植
え
、

こ
れ
ま
で
の
友
好
関
係

を
再
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
植
樹
に
よ

り
、
両
村
県
の
間
に
も

美
し
い
友
情
の
花
が
咲

き
、
今
後
ま
す
ま
す
友

好
関
係
が
進
展
し
、
多

方
面
に
お
い
て
交
流
が

深
ま
る
も
の
と
期
待
さ

れ
ま
す
。

南湖公園

白河実業高等学校

石川町→

棚倉町→R289

R294

↑
郡
山

東
京
↓

新
白
河

白
坂
↓

白
河
の
関
↓

クリーンセンター及びリサイクルプラザ

●施設案内図

■問合せ──
　住民生活課 生活安全係　☎ 25-2197

受付時間　平　日 　9:00 ～ 12:00 13:00 ～ 16:00
　　　　　土曜日 　9:00 ～ 12:00
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農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
請

の
受
付
停
止
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
西
郷
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
を
策
定
し
、
そ
の
中
で
、
総
合
的
に
農

業
の
振
興
を
図
る
べ
き
地
域
（
農
用
地
区

域
）
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地

を
転
用
す
る
場
合
は
、
農
用
地
区
域
か
ら

除
外
し
な
け
れ
ば
、
農
地
転
用
の
申
請
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
除
外
申
請
の
受
付
は
、
年
に
２

回
、
４
月
と
11
月
に
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、
平
成
17
〜
18
年
度
は
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
を
総
合
的
に
見
直
す
た
め
に
、

除
外
申
請
の
受
付
を
、
平
成
17
年
10
月
か

ら
平
成
19
年
３
月
ま
で
停
止
し
ま
す
。

　

現
在
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
申
請

を
予
定
し
て
い
る
人
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
９
月
30
日
㈮
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

農
政
課
農
政
振
興
係

児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
て
ら
れ
て
い
る

家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
る
た

め
に
、
児
童
の
母
や
母
に
か
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
て
も
、

父
の
心
身
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
場
合

に
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
受
給
資
格
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
18
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
あ
る
（
心
身
に
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
と
き
は
20
歳
未
満
）
児
童
を
監
護
し
て

い
る
母
又
は
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
。

⑴
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
な
い
児
童

⑵
父
が
死
亡
し
た
児
童

⑶
父
が
一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

⑷
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑸
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄
し
て
い

る
児
童

⑹
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑺
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

⑻
孤
児
な
ど
で
、
父
母
が
い
る
の
か
否
か

●歯科医　休日当番日
  7. 3 佐 久 間 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 44-3118
  7.10 佐 藤 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-1184
  7.17 鈴 木 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-6191
  7.18 鈴 木 歯 科 医 院（表郷村）☎ 32-2029
  7.24 高 久 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 42-3639
  7.31 須 藤 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-6460

●今月の納税

固 定 資 産 税（２　期）
国民健康保険税  （１　期）
介 護 保 険 料  （１　期）
8 月 1 日（月）までにお納めください。

※納税は便利な口座振替で

公
的
年
金
給
付
の
加
算
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
場
合

⑸
対
象
と
な
る
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ

て
い
る
場
合

⑹
対
象
と
な
る
児
童
が
児
童
福
祉
施
設

（
保
育
所
・
通
園
施
設
を
除
く
）
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
場
合

⑺
対
象
と
な
る
児
童
が
母
の
配
偶
者
（
婚

姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上

婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
も

含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る
場
合

⑻
母
又
は
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
が
、
公
的
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
や
、
児
童
の
父

又
は
母
の
死
亡
に
伴
い
支
給
さ
れ
る
遺

族
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課
地
域
福
祉
係

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
ま
た
は

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
監
護
又
は

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
受
給
資
格
者

　

身
体
又
は
精
神
に
中
度
又
は
重
度
の
障

害
（
政
令
別
表
第
３
に
該
当
）
を
有
す
る

20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
も

し
く
は
母
、
又
は
父
母
に
か
わ
っ
て
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
。

●
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

⑴
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
、
対
象
と

な
る
児
童
が
日
本
に
住
所
を
有
し
な
い

場
合

⑵
児
童
が
肢
体
不
自
由
児
施
設
や
知
的
障

が
い
児
施
設
な
ど
の
施
設
に
入
所
し
て

い
る
場
合

⑶
児
童
が
障
が
い
を
理
由
と
し
て
厚
生
年

金
な
ど
の
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課
地
域
福
祉
係

不
明
の
児
童

●
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

⑴
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
、
対
象
と

な
る
児
童
が
日
本
に
住
所
を
有
し
な
い

場
合

⑵
対
象
と
な
る
児
童
が
父
又
は
母
の
死
亡

に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

⑶
対
象
と
な
る
児
童
が
父
も
し
く
は
母
の

死
亡
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
の
規
定
に

よ
る
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合

⑷
対
象
と
な
る
児
童
が
父
に
支
給
さ
れ
る

●小児科医　休日当番日（白河地区）
  7. 3 岡�小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
  7.10 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
  7.17 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
  7.18 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
  7.24 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
  7.31 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166

●内科医　休日当番日（白河地区）
  7. 3 つかはら内科クリニック（白河市）☎ 24-1011
  7.10 ニューロクリニック（西郷村）☎ 24-1111
  7.17 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
  7.18 ら く ら く 医 院（大信村）☎ 54-5333
  7.24 吉 田 外 科 医 院（白河市）☎ 23-4033
  7.31 よこむら整形外科クリニック（白河市）☎ 21-1455

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 下  水  道  課 25-2912
住民生活課（住　   　民） 25-1114 会 計 室 25-2934

（生活安全） 25-2197 議 会 事 務 局 25-2980
行政サービスセンター 31-2237 農業委員会事務局 25-2946
健康推進課（保健・国保） 25-1115 西郷村土地改良区 25-1116

（地域福祉・介護保険） 25-3910 学 校 教 育 課 25-2370
在宅介護支援センター 25-5121 学校給食センター 25-1256
商 工 観 光 課 25-2910 生 涯 学 習 課 25-2371
農 政 課 25-1116 水 道 事 業 所 25-2962

建 設 課
25-1117
25-1118 代 表 25-1111

（地域福祉・高齢者福祉・介護保険）

■昨年度の実験結果

　国道４号の課題解決を目的に、平成 16年 10月 10日㈰から平成 17年

１月９日㈰までの３ヶ月間にわたり「スイッチ東北道大実験」が実施され

ました。

　その結果、東北道の実験区間利用者が増大し、実験は東北道の利用促進

に効果大でした。しかし、国道４号の交通量は東北道に一部転換したもの

の、渋滞・騒音の抜本的な改善には至りませんでした。詳しくはホームペー

ジをごらんください。

　➡ http://www.ktr.mlit.go.jp/utunomiya/jikken/

■実施目的

　昨年度の結果を受け、実験区間を宇都宮ＩＣまで拡大し、国道４号から

東北自動車道への一層の利用転換を促進し、国道４号の交通混雑緩和と沿

道環境の更なる改善効果を検証することが主な目的です。

　なお、割引対象車種は全車種です（ＥＴＣ車含む）。

■実施機関

　栃木県北部東北自動車道社会実験推進協議会が実施しています。

■割引期間
　平成 17年 6月 27日㈪ 0時～平成 17年 8月 31日㈬ 24時（終日）の

期間実施しています。

■割引区間

　東北自動車道の宇都宮～白河間が対象です。ただし、宇都宮、矢板、西

那須野塩原、那須、白河の５インターチェンジ相互間の利用に限ります。

　また、８月 28日㈰までの期間は、「東北道スマートＩＣ社会実験」も併

せて適用となります。詳しくはこちらをご覧下さい。

　➡ http://www/switto-tochigi.jp/

■割引料金
　約半額に割り引きます。

■問合せ
　建設課管理係

600 円

300 円

500 円

250 円

650 円

300 円

600 円

300 円

1,000 円

500 円

1,450 円

700 円

1,100 円

550 円

950 円

450 円 1,450 円

700 円
1,900 円

950 円

白河ＩＣ

那須ＩＣ

西那須野
塩原ＩＣ

矢板ＩＣ

宇都宮ＩＣ

※普通車を対象とした料金割引の例

年年度の度の実験実験結果結果

「スイッチ東北道大実験」
の実験結果を報告します！

宇都宮ＩＣ～白河ＩＣ間で通行料金を約半額に割り引きます宇都都宮Ｉ宮ＩＣＣ～白河白河ＩＣＩＣ間で間で通行通行料金料金を約を約半額半額に割に割り引り引きまきますす

「スイッチ東北道大実験２」
　　　　を実施しています！
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⑴
病
気
等
で
医
者
に
止
め
ら
れ
て
い
る

人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

⑵
水
泳
教
室
開
催
中
は
、
午
前
中
の
一

般
開
放
は
し
ま
せ
ん
。

⑶
荒
天
時
は
、
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
午
前
９
時
ま
で
に

生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
・
申
込
み

　

生
涯
学
習
課
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　

※
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

夏
休
み
親
子
工
作
教
室

　

太
陽
の
国
で
は
一
の
又
・
太
陽
の
国
花

火
盆
踊
り
大
会
の
関
連
行
事
と
し
て
「
夏

休
み
親
子
工
作
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時　

８
月
３
日
㈬　

　

14
時
〜
16
時
予
定

●
場
所　

太
陽
の
国
勤
労
身
体
障
が
い
者

　

体
育
館

●
内
容　

①
親
子
で
木
工
教
室

　
（
子
供
机
・
子
供
椅
子
各
１
、０
０
０
円
）

　

②
お
で
か
け
ま
ほ
ろ
ん
（
勾
玉
づ
く
り

　

小
３
０
０
円
・
大
４
０
０
円
）

　

各
親
子
先
着
20
組

●
参
加
対
象　

小
学
生
と
保
護
者
の
方

●
申
込
み　

７
月
15
日
㈮
ま
で

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

第
24
回
一
の
又
・
太
陽
の
国

花
火
盆
踊
り
大
会

●
開
催
日
時　

８
月
３
日
㈬
19
時
開
始
予
定

　

※
小
雨
決
行

●
場
所　

太
陽
の
国
野
球
場

■
問
合
せ　

太
陽
の
国　

地
域
福
祉
企
画

　

部
地
域
福
祉
課　

遠
藤
・
真
船

　

☎
２
５
｜
３
０
２
０

　

℻
２
５
｜
７
６
７
３

村
民
水
泳
教
室

●
日
時　

７
月
25
日
㈪
・
26
日
㈫

　
　
　
　
　
　

28
日
㈭
・
29
日
㈮

　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

西
郷
村
民
プ
ー
ル

●
対
象
者　

村
内
の
小
学
３
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
水
泳
の
苦
手
な
児
童

●
定
員　

30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。）

●
準
備
物　

水
着
、
タ
オ
ル
、
水
泳
帽
、

ゴ
ー
グ
ル
（
持
っ
て
い
る
人
）

●
参
加
料　

１
人
500
円
（
保
険
料
含
）

●
申
込
み　

７
月
14
日
㈭
ま
で

●
そ
の
他

す
。
尚
、
相
談
員
は
次
の
五
名
の
方
が
法

務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

小
松
毬
男　

☎
２
５
│
０
８
８
８

　

真
船
哲
郎　

☎
２
５
│
３
６
３
９

　

田
邉
敏
捷　

☎
２
５
│
１
１
３
５

　
　

地　

枝　

☎
２
５
│
１
１
５
９

　

松
田
ハ
ル
ヨ　

☎
２
５
│
１
７
２
４ 

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課
住
民
係

堀
川
ダ
ム
祭
り

　

７
月
21
日
〜
31
日
は「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」

　

堀
川
ダ
ム
で
は
毎
年
「
森
と
湖
に
親
し

む
旬
間
」（
７
月
21
日
〜
31
日
）
に
ち
な

み
、
ダ
ム
施
設
等
を
一
般
に
開
放
し
見
学

会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
日
時　

７
月
30
日
㈯　

　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分　

小
雨
決
行

●
場
所　

西
郷
村
大
字
真
船
字
横
川
地
内

　
　
　
　
（
堀
川
ダ
ム
）

●
内
容　

ダ
ム
監
査
廊
（
ダ
ム
堤
体
内
の

　

ト
ン
ネ
ル
）・
ダ
ム
の
操
作
室
の
見
学
・

　

上
下
流
広
場
の
解
放
等

●
そ
の
他　

参
加
無
料
、
農
産
特
産
物
販

　

売
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
、
屋
台
等

■
問
合
せ　

福
島
県
県
南
建
設
事
務
所

　

地
域
保
全
グ
ル
ー
プ　

　

☎
２
３
｜
１
５
２
６

■
問
合
せ
・
申
込
み　

太
陽
の
国　

地
域

　

福
祉
企
画　

部
地
域
福
祉
課　

遠
藤
・
真
船

　

☎
２
５
｜
３
０
２
０

　

℻
２
５
｜
７
６
７
３

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
正
社

員
と
の
均
衡
処
遇
に
つ
い
て

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
近
年
著
し
く

増
加
し
、
企
業
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
存
在
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
つ
い
て
勤
務
内
容

や
意
欲
、
能
力
等
に
応
じ
、
通
常
の
労
働

者
と
の
均
衡
を
考
慮
し
た
処
遇
に
対
す
る

配
慮
が
事
業
主
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

※
な
お
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
育 

児
・
介
護
休
業
法
に
関
す
る
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■
相
談
・
問
合
せ　

　

福
島
県
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
２
４
｜
５
３
６
｜
４
６
０
９

　
県
南
障
が
い
者
就
業
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

　

県
に
よ
り
、
県
南
地
区
（
白
河
市
、
西

白
河
郡
、
東
白
川
郡
）
に
お
住
ま
い
で
障

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

７
月
１
日
〜
31
日
ま
で
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
月
間

　　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
力
を

合
わ
せ
て
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

こ
の
期
間
中
に
村
で
も
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
９
日
㈯　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー　

　

二
階　

第
一
研
修
室

※
相
談
に
は
、
白
河
人
権
擁
護
委
員
会
西

　

郷
分
会
の
方
々
が
応
じ
ま
す
。

　

家
庭
内
の
問
題
、
い
じ
め
、
い
や
が
ら

せ
等
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
（
第
八
回
特
別
弔
慰
金
）
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

●
対
象
者　

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や

父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番

に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

　

１
、
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

　
　

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

　
　

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

　

２
、
戦
没
者
等
の
子

　

３
、
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

　
　

い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟

　
　

姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

　
　

し
て
い
な
か
っ
た
方
、
平
成
17
年
４

　
　

月
１
日
に
お
い
て
婚
姻
に
よ
り
姓
が

　
　

変
わ
っ
て
い
る
方
又
は
遺
族
以
外
の

　
　

方
と
養
子
縁
組
を
し
て
い
る
方
は
除

　
　

か
れ
ま
す
。）

　

４
、
右
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

　
　

父
母
④
兄
弟
姉
妹

　

５
、
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等
内

　
　

の
親
族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で

　
　

引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有

　
　

し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）

●
支
給
内
容　

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還

　

の
記
名
国
債

●
請
求
期
間　

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

■
問
合
せ
・
受
付

　
　

健
康
推
進
課
地
域
福
祉
係

共
済
制
度

小
規
模
企
業
共
済
制
度
に
つ
い
て

　

小
規
模
企
業
者
の
方
が
事
業
を
や
め
ら

れ
た
場
合
な
ど
に
備
え
て
資
金
積
立
を
す

る
い
わ
ば
「
経
営
者
の
退
職
金
」
と
し
て

約
126
万
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
掛
金
が

全
額
所
得
控
除
に
な
る
う
え
、
共
済
金
と

し
て
受
取
る
際
に
も
退
職
所
得
ま
た
は
公

的
年
金
等
の
雑
所
得
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

る
な
ど
税
制
面
の
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
制
度

で
す
。

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
に
つ
い
て

　

中
小
企
業
の
連
鎖
倒
産
を
防
止
す
る
制

度
と
し
て
約
33
万
社
の
加
入
実
績
を
有
し

て
お
り
、
通
常
の
金
融
審
査
で
は
な
く
、

倒
産
し
た
取
引
先
と
の
商
取
引
の
事
実
確

認
に
よ
り
借
入
れ
が
で
き
る
制
度
で
す
。

■
照
会
・
相
談
・
問
合
せ

　

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

　

東
北
支
部
共
済
普
及
室

　

☎
０
２
２
｜
２
６
５
｜
１
１
６
３

草
刈
機
貸
し
出
し
ま
す

　

村
で
は
こ
の
度
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
か
ら
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
助
成
を
受

け
、
草
刈
機
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事

業
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
環
境
美
化
の

た
め
に
草
刈
機
の
貸
し
出
し
を
行
う
も
の

で
す
。

　

地
域
で
草
刈
等
の
清
掃
活
動
を
し
た
い

が
、
機
械
が
な
く
て
大
変
だ
と
い
う
時
は
、

お
気
軽
に
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
機
械
の
種
類
、
台
数
は
別
表
の

と
お
り
で
、
貸
し
出
し
の
条
件
は
左
記
の

よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

①
申
請
は
行
政
区
長
が
行
い
、
個
人
的
な

　

目
的
で
使
用
し
な
い
こ
と
。

②
機
械
の
使
用
後
は
清
掃
を
行
い
、
担
当

　

者
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
。

③
作
業
に
係
る
燃
料
費
は
、
使
用
者
の
負

　

担
と
す
る
。

④
機
械
使
用
に
よ
る
事
故
等
に
つ
い
て
は

　

自
己
の
責
任
と
し
、
保
険
等
に
つ
い
て

　

は
行
政
区
で
対
応
す
る
こ
と
。

植
木
刈
り
込
み
機
械

肩
掛
式
草
刈
機
械

自
走
式
草
刈
機
械

機
械
の
種
類

５５６台
数

別表

芳
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が
い
の
あ
る
方
の
就
業
相
談
・
生
活
相
談

に
応
じ
る
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
矢
吹
町

「
矢
吹
し
ら
う
め
通
勤
寮
」
内
に
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
種

の
就
業
前
訓
練
を
行
う
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー

の
特
別
職
業
相
談
員
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等

と
連
携
し
て
受
け
入
れ
先
と
な
る
企
業
の

開
拓
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
障
が
い
の
あ

る
方
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
や
受
け
入

れ
を
考
え
て
い
る
事
業
所
か
ら
の
相
談
に

も
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遠
方
の
方
や

来
所
困
難
な
方
に
は
出
張
相
談
も
行
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

県
南
障
が
い
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
（
福
島
県
し
ら
う
め
通
勤
寮
内
）

　

☎
４
２
｜
２
０
１
２

　

℻
４
２
｜
４
７
７
６

　

�tuukin@
snow

.odn.ne.jp

〜
出
会
い
た
い
・
ふ
れ
あ
い
た
い
・
結
ば
れ
た
い
〜

「
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
創
出
事
業
」

参
加
者
募
集

　

こ
の
事
業
は
、
白
河
市
・
西
白
河
郡
内

７
町
村
の
広
域
的
な
範
囲
で
「
出
会
い
と

ふ
れ
あ
い
」
の
場
を
提
供
し
、
多
く
の
カ

ッ
プ
ル
が
誕
生
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

１
ス
テ
ッ
プ
「
出
会
い
の
場
」、
２
ス

テ
ッ
プ
「
ふ
れ
あ
い
の
場
」、
３
ス
テ
ッ

プ
「
結
婚
へ
の
道
」
と
３
回
実
施
す
る
予

定
で
、
そ
の
１
ス
テ
ッ
プ
を
左
記
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
期
日　

８
月
６
日
㈯
15
時
〜

●
場
所　

西
郷
村
「
グ
ラ
ン
デ
ィ
那
須
白

　

河
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」

●
対
象
者　

白
河
市
・
西
白
河
郡
内
に
居

　

住
す
る
独
身
男
女
。
女
性
に
つ
い
て
は

　

他
地
域
か
ら
の
参
加
も
可
。

●
参
加
費　

男
性
３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

女
性
１
，
０
０
０
円

●
募
集
期
限　

７
月
25
日
㈪

■
問
合
せ
・
申
込
み　
「
ふ
れ
あ
い
の
場
」

　

創
出
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

　

表
郷
村
役
場　

企
画
調
整
課

　

☎
３
２
｜
４
７
８
１

　

ま
た
は
、
西
郷
村
役
場　

企
画
調
整
課

村
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

村
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
を
し
ま
す

の
で
、
入
居
希
望
者
は
条
件
等
を
確
認
の

う
え
、
期
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

●
募
集
期
間　

７
月
１
日
㈮
〜
７
月
15
日
㈮

●
入
居
抽
選
日　

７
月
20
日
㈬
10
時

●
募
集
団
地　

　

①
西
郷
村
大
字
米
字
杉
山
前
25
番
地
１

　

村
営
杉
山
団
地

　

②
西
郷
村
大
字
熊
倉
字
内
山
118

　

村
営
折
口
原
団
地

■
問
合
せ　

建
設
課
管
理
係

第
23
回
村
民
水
泳
大
会

●
日
時　

７
月
31
日
㈰　

８
時
30
分
受
付

●
会
場　

西
郷
村
民
プ
ー
ル

●
参
加
資
格　

西
郷
村
民
及
び
西
郷
村
に

職
を
有
す
る
者

●
種
目　

自
由
形
・
平
泳
・
背
泳
・
バ
タ

フ
ラ
イ
・
小
学
校
対
抗
リ
レ
ー

●
競
技
区
分

　

小
学
生　

中
学
年
男
女
・
高
学
年
男
女

　

中
学
生　

男
女　

高
校
生　

男
女

　

青
年
（
29
歳
ま
で
）　

男
女

　

一
般
（
30
歳
以
上
）　

男
女

※
詳
し
い
内
容
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み　

７
月
15
日
㈮

■
申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備

組
合
消
防
吏
員
募
集

●
職
種
・
採
用
人
員　

消
防
業
務
に
従
事

　

す
る
消
防
吏
員　

３
名
程
度

●
資
格　

昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

　

63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
試
験
日
時　

９
月
18
日
㈰　

　

９
時
〜

15　　　　　　
時　
（
第
一
次
試
験
）

●
試
験
会
場　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏

　

消
防
本
部
庁
舎

●
申
込
受
付
期
間　

７
月
13
日
㈬
〜
８
月

　

12
日
㈮　

郵
送
は
10
日
㈬
の
消
印
ま
で

　

有
効

●
受
験
手
続　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏

　

消
防
本
部
及
び
各
消
防
署
・
分
署
に
準

　

備
の
試
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載

　

の
上
、、
関
係
書
類
を
添
え
て
白
河
地

　

方
広
域
市
町
村
圏
消
防
本
部
総
務
課
人

　

事
係
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

■
宛
先
・
問
合
せ　
　

　

〒
９
６
１
｜
０
９
７
４

　

白
河
市
立
石
山
15
番
地
の
１

　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消
防
本
部

　

総
務
課
人
事
係

　

☎
２
２
｜
２
１
５
５
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日 月 火 水 木 金 土
1
12 ～ 13 ヵ月児健
康相談（9:30 保健
福祉センター）

2
源流の郷自然観察
会（6:30 甲子山）

3
村内一斉清掃（村
内一円）

444 55 6
寿 学 級（10:00 ア
クティブセンター）

77 88 9
特 設 人 権 相 談
（10:00文化センター）

10 11
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）

21112 13113 14
稚魚放流（9:30 堀
川せせらぎ公園）
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保
健福祉センター）
４ヵ月児健康診査
（13:00 同）

11115 16
夏の交通事故防止
県民総ぐるみ運動
（～ 26日）

17
サンデーカルチャー
（8:00 福島市）

18海の日 991119 20
第一学期終業式
（村立西郷幼稚園・
各小中学校）
献血（10:00 文化
センター）

21
村民プールオープン
（9:00村民プール）

2222222 23
健康ウォーキング
教室（8:30 保健福
祉センター）
夕涼み会（17:00
村立西郷幼稚園）

24 25
心配ごと特別相談会
（13:10 高齢者生活
支援センター）
行政相談所（13:30
文化センター）

26
クッキング教室
（9:00文化センター）

27
ふるさと探検隊（い
わき海浜自然の家）
歯科クリニック（幼
児13:00、 6才児 13:45
保健福祉センター）
花 火 大 会（17:15
みずほ保育園）

28
ふるさと探検隊（い
わき海浜自然の家）
母子手帳交付・健
康 相 談（13:00 保
健福祉センター）
夕 涼 み 会（17:30
まきば保育園）

29
家庭看護法講習会
（9:30 下羽太地区
集落センター）

30
健 康 体 操 教 室
（10:00文化センター）

31
村 民 水 泳 大 会
（8:30 村民プール）

2005 年 7 月
July行事
レカ ンダー

●今月の顔────
少年少女バレーボール教室

に来ていた子どもたちです。

★県南地域の主な行事です (NPO 法人カルチャーネットワーク提供）

・7/1　白河市民プールオープン（白河市民プール 9:00）
・7/9 ～ 10　あじさい祭り（しらかわ関の森公園 10:00）
・7/13 ～ 17、21　第 87 回全国高等学校野球選手権大会
（しらさかの森スポーツ公園）
・7/14　おひざにだっこのおはなしかい（西郷村文化センター10:30）
・7/17　源流の郷夏まつり（西郷村老人福祉センター 12:00）

・7/24　白河シネマフェスティバル（白河市文化センター10:00）
・7/24　谷津田川から創めよう！「心のふれあい」（白河
市金屋町町内 8:00）

・7/30　太鼓の共演「真夏の夜の鼓動」（矢吹町大池公園17:00）
・7/30 ～ 31　「YOSAKOI」ソーランジュニア東日本大会（レ
ジーナの森、天栄村役場前 30 日 18:30、31 日 9:00）

●総合検診（7:30 ～ 9:30 受付）
  7/5 保健福祉センター
  7/6 文化センター
  7/7 文化センター
  7/8 川谷集落センター
  7/9 保健福祉センター

7/11 保健福祉センター
7/12 一の又多目的研修センター
7/13 大平コミュニティセンター
7/14 米農林漁家婦人活動促進施設
7/15 米農林漁家婦人活動促進施設

7/19 保健福祉センター
7/20 真船コミュニティセンター
7/21 羽太小学校体育館
7/22 西郷第一中学校体育館

●少年少女バレーボール教室（19:00 村民体育館）
 7/5、12、19、26
●英会話教室（18:45 文化センター）
 7/7、14、21
●ふるさと教室（19:00 文化センター）
 7/14、21、28
●村民水泳教室（9:30 村民プール）
 7/25、26、28、29

●地域懇談会（19:00）
  7/14 報徳地区集落センター
  7/19 上野原農民研修センター
  7/21 山下多目的研修センター
  7/25 柏野コミュニティセンター



　

ね
ぇ
、

　

何
故

あ
な
た
は
、
泣
い
て
い
る
の
？

　

あ
な
た
は
、
何
を
望
む
の
？

　

お
金
？

力
？

　

そ
れ
と
も
何
か
欲
し
い
も
の
？

　

う
う
ん
、
ち
が
う
。

あ
な
た
が
欲
し
い
の
は
、

　

光
り
輝
く
明
日
。

担
任
の
安
田
敦
子
先
生
か
ら
一
言

担
任
の
小
針
寿
子
先
生
か
ら
一
言

担
任
の
芳
賀
幸
子
先
生
か
ら
一
言

人口と世帯数（６月 1日現在）人口 19,497 人（前月比 +3）男 9,759 人（-11）女 9,738 人（+14）世帯数 6,143 戸（+7）

森
の
中
の
不
思
議
な
花
び
ん
か
ら
ふ
わ
ふ
わ
の

花
が
咲
き
ま
し
た
。
花
や
雲
が
光
っ
て
い
る
様
子

を
チ
ョ
ー
ク
を
使
っ
て
表
現
し
た
所
が
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
詩
を
授
業
で
発
表
し
た
と
き
の
学
級
に
起

こ
っ
た
ど
よ
め
き
と
拍
手
。
人
生
に
望
む
も
の
を

自
ら
に
問
い
続
け
て
、
私
た
ち
は
生
き
て
い
く
の

で
す
ね
。

た
て
画
と
横
画
の
接
し
方
、
交
わ
り
方
に
気
を

つ
け
て
、
力
強
く
の
び
の
び
と
書
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
ね
。
筆
づ
か
い
の
基
本
が
し
っ
か
り
で
き

て
い
ま
す
。

・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）

・アドレス　  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/　 ・E-mail　  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp 古紙配合率 100％再生紙を使用しています。

図
画

詩

書

米
小
学
校
二
年

　
　
　

中

田
　

廉

米
小
学
校
六
年

郷

沙

綾

米
小
学
校
四
年

小

沼

望

（
村
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。）


